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Outline
1. 私の研究、私から見える学の生態系
2. 研究遍歴と共同研究者
3. 滞在・異動で得られること
4. 滞在型ネットワーキングの必要性
5. 滞在・異動で心がけていること、技術
6. まとめ

参考文献
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経歴
• 2008/3 京都大学大学院理学研究科博士課程修了
• 2008/4 – 9               国立天文台理論研究部研究員
• 2008/9 – 2011/3      Pennsylvania State University 研究員
• 2011/4 – 2013/11    大阪大学 JSPS SPD
• 2013/12 – 2018/3    東北大学学際科学フロンティア研究所助教
• 2018/4 – 現在 同研究所准教授

• 「学際」とは
• 学問の「際（きわ）」。境界領域。
• 「国際」に似て「複数の学問に関わっていること」
• 複数の学問を統合すること。



研究内容
• 天文学の理論的研究

• 天体や宇宙全体の構造と進化の解明

ビッグバン

時間の流れ（137億年）
Credit: NASA

宇宙全体の膨張、銀河・星・惑星・
ブラックホールの形成と進化



研究内容
• 天文学の理論的研究

• 天体や宇宙全体の構造と進化の解明

• 地球上で確かめられている法則（物理学・化学・生物学など）
の適用限界の探求、拡張

• 「宇宙物理は、物理学のごった煮」
• 力学、熱力学、流体力学、量子力学、統計力学、相対性理論、原子核理論、
素粒子論・・・

• 学際的

• 観測・実験は国際プロジェクト（観測衛星一つ数百億円）
• 大規模シミュレーションは共同利用計算機で



理論宇宙物理学の歴史と現状
• “日本の理論宇宙物理学の父” 
林忠四郎(1920-2010)

• 京都大学天体核研究室の創始者

星・惑星
形成論 宇宙論

相対性理論
重力波

超新星爆発

京大基礎物理学研究所にて(1965)
（天体核研究室ホームページより）



理論宇宙物理学の歴史と現状

星・惑星
形成論 宇宙論

相対性理論
重力波

超新星爆発

銀河形成論 ブラックホール
宇宙プラズマ



星・惑星
形成論 宇宙論

相対性理論
重力波

超新星爆発

銀河形成論 ブラックホール
宇宙プラズマ

コンピュータ シミュレーション・計算科学

望遠鏡・衛星観測（電波/可視/赤外/Ｘ線/ガンマ線）



研究遍歴 と共同研究者
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京都から東京へ
• 京都での院生時代

• 指導教員を離れ、未開拓領域に挑戦
• 助教の助け
• 雌伏の期間
• なんとか学位を取得

• 新しい観測衛星計画のための研究の
依頼が舞い込んできた

• Pennsylvania State University
からPD採用通知（９月〜）

• 9月まで国立天文台へ
• 東京周辺の研究室巡り
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東京からアメリカへ

• 専門分野のメッカ
• 人が集まる
• 最新情報が集まる
• 学問的・人的な国際標準を
学ぶ

• 雇用主の要求を全てこな
した

• 自分のアイデアも出せる
ようになる

• 英語に慣れる。
• アメリカ文化に触れる。
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アメリカでの研究(1)

©NASA

国際共同プロジェクト



アメリカでの研究(2)

• 世界的標準理論の拡張に成功
• 同僚ポスドクとの議論でひらめき
• 国際会議での口頭発表
• アメリカの研究費を獲得

• 2年半で15編の共著論文を作成



アメリカから大阪へ
• 恩師との出会い

• 流行を追わない研究
• 再び雌伏の期間

• 京都での研究が開花
• 招待講演が急増

• 雌伏と雄飛の両立

• 研究①は下火になる
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大阪大でのネットワーキング型研究

宇宙理論と観測と素粒子論の融合研究



ポーランドでの滞在
• ２ヶ月
• 研究③の基礎を吸収

• 共著論文を書くには至ら
なかった

• （そういう意味では失敗
かもしれない）

• ヨーロッパ文化



大阪から仙台へ：“軸とネットワーキング”
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学際研でのネットワーキング型研究(1):
国際会議での議論が論文へ



学際研でのネットワーキング型研究(2):
ポスドクの雇用

• これまでに５人のポスドクを雇用
• それぞれのスタイルは多様



学際研でのネットワーキング型研究(3): 
イギリス滞在

• 大規模コンピュータシミュレーションに挑戦
（再び雌伏）

• 研究の幅、共同研究者の幅が広がった



学際研でのネットワーキング型研究(4):
異分野交流

• 全領域合同研究交流会
（理系文系の垣根すら越える）

• 異分野の同僚との議論
• 優秀な院生との議論
• オムニバス書籍を作成

• 格段に視野が広がった
• 異分野の考え方を学ぶ
• 自分の研究を見直す
• 研究活動全体の現状と維持に
ついて考える



滞在・異動で得られること

• 様々な指導者の生き方に触れる
• 指導者の考えを相対化できるようになる
• 「学問」＝「自由を獲得すること」

（宗教、社会的有用性、ノーベル賞・・・）

• 「偶然性」がひらめきを生む
• 出会い、会話、移動、非日常、無雑音、遊び

• 研究手法の幅が広がる

• 学の生態系を知る
• 研究と社会



滞在型ネットワーキングは必要？
• ウェーバー「ひとり自分の専門に閉じこもる」
軸となる研究とネットワーキング型研究を両立すべし
両立、矛盾が活力を生む
• 「出身大学も、日本も、ハイレベル」
他大学も、外国も体感した上でその判断をしよう
今目立って見える研究も数年後には下火になりえる
• 「インターネットが発達している」
目だけでは刺激は足りない。偶然性が小さい

• 「政府や企業による強制か」
欧米標準を求められている。うまく利用し自由を得る



学の生態系
• 強い分野も大規模化・成長鈍化
• 学際研究の増加
• 限られた研究費、各分野の意義・維持

星・惑星
形成論 宇宙論

相対性理論
重力波

超新星爆発

銀河形成論 ブラックホール
宇宙プラズマ



研究者の企業家化: 発見、開発だけでなく経営
社会

研究者

研究室

大学
学生

共同研究者
学会

政府
企業

PD



滞在・異動で心がけていること

• まず自分がやりたいことではなく指導者のやってほし
いことをやる

• その時は指導者に染まるが、本当に自分がやりたいことは残る
• 長期的に・・・

- そこで得た考え方や技術を自分の中で統合する、止揚させる
- その後自分のアイデアで指導者の考えも変えられる

• 色々な人に積極的に話しかける
• 容量オーバーしない程度に
• 日頃から、色々な分野の人に短時間で自分を表現できるように
しておく



滞在・異動のための技術
• 共通言語

• 英語（最初気を遣ったのは時制）
• サイエンティストの文化（呼び方、議論の仕方、食事）
• 自然法則、方程式、数式
• コンピュータ言語

• 共通機器
• 国際プロジェクト、共同利用計算機

• メール
• 論文が名刺がわりになる

• 資金調達
• 制度の掲げている名目にとらわれない。うまく利用する



Summary
• 学際的、国際的な研究
• 身一つで渡り歩き、共同研究者を増やしてきた
• その場その場で染まって吸収した
• 軸（雌伏）の研究とネットワーキング（雄飛）の研究の両立
• ネットワーキングで得られること

• 様々な考え方を相対化でき、自由を得る
• 目だけの刺激だけでなく体感する。ひらめきが生まれる

• 学の生態系を知る、研究と社会の関係を知る
• 人的マネジメントに必要な姿勢

参考文献
• 「大学とは何か」 吉見俊哉（2011、岩波新書）
• 「合成生物学の衝撃」 須田桃子（2018、文藝春秋）
• 「『ひらめき力』の育て方」 大嶋光昭（2010、亜紀書房）
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